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主な成果指標　地域連絡協議会活動事業数

　４つの重点プロジェクト

④生涯活躍プロジェクト④生涯活躍プロジェクト
進めてきた主な取組

●地域連携推進事業補助金の実施

●外国人材の確保に向けた受入体制の構築

●部活動改革の推進

　重点プロジェクトとは、主要な取組であり、かつ複数の基本目標（施策の柱）にわたり、施策間連携
を図ることで、一層効果が発揮される取組を表すものです。
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③冬季スポーツ拠点化
プロジェクト

③冬季スポーツ拠点化
プロジェクト

進めてきた主な取組

●ジュニアオリンピックカップなど全国
　規模の競技大会の誘致
●北海道ジュニアスポーツエコシステム
　形成事業の実施
●「Nスポーツコミッションなよろ」の設立
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主な成果指標　待機児童数（４月 1日現在）
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進めてきた主な取組

●こどもの遊び場「にこにこらんど」　
　認定こども園「あいあい」の整備
●医療費助成を高校生まで拡充
●開業医への助成事業実施
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①経済元気化プロジェクト①経済元気化プロジェクト
進めてきた主な取組

●助成や課税免除などにより企業立地を
　促進
●住宅改修費用の一部助成
●農業担い手育成支援
●「Yoroca」の導入

主な成果指標　市内宿泊延数
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　市民みんなが安心して健やかに暮ら
せるまちづくり【保健・医療・福祉】Ⅱ

健康の保持増進
　
　○乳幼児から高齢者まで、生涯を通じた保健対
　　策（健診・相談・教育・訪問指導等）を実施
　○妊娠期から産後まで切れ目ない母子支援を展
　　開。産後ケアや3歳児健診での視力検査を導入
　○がん検診の対象年齢引き下げや費用軽減で受
　　診しやすい環境を整備

地域医療の充実
　○病室改善、自動精算機導入（令和3年）、手
　　術室棟増築（令和6年）で医療体制を強化
　○開業医への助成制度を整備し、令和6年10月
　　に内科診療所が開業
　○名寄東病院は、現在の敷地等を活用した必要
　　な機能の再整備を調査・検討中

子育て支援の推進
　○保育士確保で令和6年4月時点の待機児童ゼ
　　ロを達成
　○西・南保育所を統合し、市立認定こども園
　　 「あいあい」を開園（令和6年4月）
　○ 「にこにこらんど」（令和3年12月）を整備 
　　し、親子の遊び場を提供
　○医療費助成を高校生年代まで拡大し、負担を
　　軽減

地域福祉の推進
　○福祉団体と連携し、地域支援ネットワークと
　　生活支援体制を整備
　○総合福祉センターを大規模改修（平成28～令
　　和7年度）し、拠点機能を強化
　○学習支援（平成29年度～）、就労準備支援
　 （令和3年度～）で生活困窮者等を支援

高齢者施策の推進
　○ 介護保険サービスの充実や人材確保に向けた
　　助成制度を拡充
　○「認知症カフェ」などに続き、令和4年度に
　「チームオレンジ」を立ち上げ支援体制を強化
　○清峰園の機器更新、しらかばハイツの大規模
　　改修で安心できる生活環境を維持

障がい者福祉の推進
　
　○地域生活支援拠点の整備（平成30年度）や
　　「基幹相談支援センターぽっけ」の設置（令
　　和2年度）で支援体制を強化
　○助成制度を活用してグループホームの設置を
　　促進し、令和６年度末時点で22棟（137部屋）
　　を運営

国民健康保険
　○制度改正（平成30年）で都道府県と市町村
　　の共同運営体制に移行
　○被保険者数減少や高齢化の中、適正な賦課と
　　医療費の適正化に努め健全な運営を推進
　○特定健診・保健指導、後発医薬品推進などで
　　生活習慣病予防と医療費抑制に取り組み、糖
　　尿病重症化予防では医療機関と連携

▲　あいあい運動会

▲　にこにこらんど
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Ⅲ

環境との共生
○令和3年11月に「ゼロカーボンシティ宣言」を
行い、2050年までに二酸化炭素の実質排出
量ゼロを目指す
○令和7年3月に「地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）」を策定し、市民・事業者・
行政が一体となった取組を推進
○快適な生活環境の整備として、霊園・火葬場
の計画的管理を進め、となみが丘霊園の危険
箇所改修や緑丘霊園内に合同墓の整備を実施

循環型社会の形成
○3R運動を基本に、ごみ分別・資源化の啓発と
再生資源回収を推進
○老朽化した炭化センターに代わる次期中間処
理施設を建設中（令和9年度稼働予定）
○リサイクルセンター敷地に小型家電の受付・
保管等の資源化施設を建設（令和３年度）

消防
○指令システムの機器・非常電源を更新（平成30
年度）、救助工作車Ⅱ型を導入し救急・救助体
制を強化
○住宅火災警報器の設置・維持管理の徹底、放
火防止など住宅防火の啓発を実施

 防災対策の充実
○「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づき、
避難所マーク・浸水深表示、ハザードマッ

プ・WEBデータを整備（令和4年度）
○自主防災組織の設立支援や地域防災リーダー
育成で地域防災力を強化
○国・道と連携し、砂防事業や河川整備、土砂
浚い等で河川環境の保全を実施

交通安全
○春・夏・秋・冬の交通安全運動を関係団体と
連携して展開
○名寄警察署管内の独自運動として初夏・秋の
輸送繁忙期に事故防止の取組を実施
○「運転免許自主返納支援事業」（令和6年8月）
「自転車用ヘルメット購入支援」（令和7年5
月） を開始し、安全意識を向上

生活安全
○犯罪の多様化に対応し、「安全安心地域づくり
協議会」で詐欺・不審者情報を共有し、防犯意
識を高揚
○空き家対策として、第2次空家等対策計画（令
和2年度）を策定し、特定空家等の解体補助制
度を整備

消費生活の安定　
○名寄地区広域消費生活センターで相談対応体
制を維持
○相談員研修で対応力を強化し、消費者被害の
未然防止へ出前講座・セミナーを実施

▲　幼年消防大会

快適で安全安心なまちづくり
　　　　　【生活環境・都市基盤】
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　自然と調和した環境にやさしく　　　　　

住宅の整備
○ 「住宅マスタープラン（第2次）」（平成30年）

に基づき、耐震化など住環境整備を推進

○「公営住宅等長寿命化計画」により老朽団地

の建替え・改善、除却を計画的に実施

都市環境の整備
○「都市計画マスタープラン」の見直し（令和

元年度）と「立地適正化計画」を策定

○街路樹管理、防犯灯・街路灯のLED化でコス

ト・CO₂排出を削減

○都市公園の遊具更新を老朽度や市民要望に基

づき実施

上水道の整備
○配水管新設やスマートメーター化、老朽管更

新、浄水場改修を計画的に実施

○「水道事業中期経営計画（経営戦略）」を令和2

年度に見直し、安定供給へ継続的な進捗管理

を実施

下水道・個別排水の整備
○令和2年度から公営企業会計に移行し、効率

的な維持管理を推進

○老朽施設の修繕・更新で長寿命化を図り、ス

トックマネジメント計画の見直し（令和4年

度）や処理場・管渠の更新工事を実施

道路の整備
○ 未改良道路の改良舗装や破損補修を計画的に

実施し、安全性を確保

○橋梁は5年ごとに近接目視点検を行い、補修

を計画的に推進

○除排雪機械の更新・除排雪の助成拡充により、

市道除排雪体制と冬期間の生活環境を維持

地域公共交通　
○令和３年度にJR北海道の「東風連駅」が請願駅

として整備された「名寄高校駅」へ移設され供

用開始

○路線バスの一部廃止等に伴うデマンドバスの

運行による交通手段の確保

〇令和5年11月にAIオンデマンドバス「のるー

と名寄」を運行開始
市町村道改良率（％）

市町村道舗装率（％）

農道延長（ｍ）

林道延長（ｍ）

水道普及率（％）

水洗化率（％）

56.24

48.80

238,605

60,018

92.51

97.6

56.74

49.45

237,427

60,018

93.74

98.4

区分 H28年末 R6年末

主要公共施設等の整備状況

▲　のるーと名寄
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　地域の特性を活かしたにぎわいと
　活力のあるまちづくり【産業振興】
農業・農村の振興
○ 区画拡大や湿害対策、幹線用水路改修で生産
基盤を整備し、安定生産と収益向上を推進
○「農業振興センター」での試験栽培を通じ、
新技術・品種の検証と情報提供を実施
○イベント・SNS・ふるさと納税を活用し、名
寄産農産物のブランド力を高める
○「名寄市畜産クラスター協議会」により、省
力化機械導入や分業化で生産性を向上
○後継者・新規就農者への研修や相談体制を強
化し、担い手確保を支援

森林保全と林業の振興
○間伐・伐採・造林など、市有林・私有林の適
正管理を推進
○森林環境譲与税を活用し、整備支援の拡充・
担い手対策・木材利用を拡充
○林業作業員への奨励金制度などで育成・人材
確保を進める

商業の振興
○名寄市中小企業振興条例に基づく支援メニュー 
の見直しや拡充を図り、起業や店舗改修など中 
小企業の積極的な投資を後押し

○住宅の改修工事等の一部を助成し、市民の住 
環境整備、地域経済の活性化、人材育成につ
なげた

○事業運営の基礎となる資金需要に対応するた
め、融資の斡旋や信用保証料・利子補給を継続
○地域経済のデジタル基盤構築と域内循環を目
的に、令和５年11月に名寄市電子地域通貨
「Yoroca（ヨロカ）」を導入

Ⅳ
工業の振興
○「中小企業振興条例」による支援に加え、「企
業立地促進条例」に基づき、事業所の新設・
移転・ 増設に係る費用を助成、課税も免除
○令和4年度に条例を改正し、市内製紙工場跡
地立地の際には補助率・限度額を引き上げる
特例条例を制定
○専門・高度人材の確保や後継者不足への対応
として、従業員の技能向上や人材確保の取組
を支援

雇用の安定
○「名寄市雇用促進協議会」（令和6年度設立）で
関係機関と連携し人材確保を推進
○若年者の市内就職促進のため奨学金返済支援
制度を創設
○社会福法人名寄市社会福祉事業団で外国人人
材の受け入れを令和5年度から開始

観光の振興
○「名寄市観光振興計画（第2次）」に基づき、
なよろ観光まちづくり協会が中心となり、地
域資源を生かしたアウトドア観光を推進
○民間の発想を取り入れ、観光団体等への支援
を通じて、名寄の魅力向上と来訪者へのホス
ピタリティ向上を推進
○冬季スポーツ施設を活用し、スポーツ合宿の
拠点化による交流人口の拡大を推進
○老朽化していた「なよろ温泉サンピラー」　
を改修し、令和4年11月にリニューアルオー
プン
○駐車場を活用した車中泊スペース「RVパーク」
を整備し、令和6年8月に開設
○地域おこし協力隊の採用により、観光人材の
育成やアウトドアガイド活動、観光情報の発
信を推進

名寄市観光入込客数
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　生きる力と豊かな文化を育むまちづくり　
　　　　　　　　【教育・文化・スポーツ】Ⅴ

 幼児教育の充実　
○市内の幼稚園を子ども・子育て支援新制度へ
移行し、施設型給付費で安定運営を確保
○架け橋期（5歳～小学1年）に幼保小連携会議や
交流・研究会を実施し、幼児教育の質向上と
円滑な接続を推進

 小中学校教育の充実 
○智恵文小学校の老朽化に伴い、智恵文中学校を
増築などし、施設一体型の義務教育学校を整備
○令和３年度の耐力度調査と老朽化の状況を踏
まえ、名寄中学校と名寄東中学校の耐震化を進
め、令和８年度の供用開始を予定
○１人１台端末は令和７年度に調達し、令和８年
度から活用を開始
○授業改善と生活リズム定着を「車の両輪」と
位置付け、学力・体力向上や特別支援教育の充
実に向けた取組を推進
○全校にコミュニティ・スクールを導入し、地域
とともにある学校づくりを推進
○悩みを抱える児童生徒などへの支援としてス
クールソーシャルワーカーを配置

 高等学校教育の充実
○名寄高校と名寄産業高校の再編統合により、
令和5年4月に新設の名寄高校が設置されたた
め、パンフレット・動画・説明会等で中学生や
地域の方などへ情報発信を実施 　
○資格取得に要する受験料の一部を助成し、学
びを支援

 大学教育の充実
○名寄市立大学は「教育・研究・地域交流」を柱
に地域の高等教育拠点として活動
○建物の老朽化に対応し、改修やICT・図書館シ
ステム更新を実施
○留学・語学研修費用の助成や奨学金で学生を
支援
○専門教育の充実を目指し、大学院設置の検討
を推進

生涯学習社会の形成
○公民館・図書館・博物館・天文台などを計画
的に修繕し、市民の学習活動などを支援
○専門人材をアドバイザーとして配置し、生涯
学習を推進
○老朽化が進む市立名寄図書館は複合化を含め
た対応策を検討

家庭教育の推進　
○幼稚園で家庭教育学級を設置し、親子・保護
者間の交流などを実施
○家庭教育支援講座を実施し、子どもの生活習
慣の定着を支援

生涯スポーツの振興
○スポーツ教室・大会・学校開放事業を展開し、関
係団体と連携して振興
○令和7年6月に「Nスポーツコミッションなよろ」
を設立し、市と連携してスポーツ振興を推進
○スポーツセンターの大規模改修や各施設の修
繕を計画的に実施
○ピヤシリシャンツェは老朽化対応に向けた検
討を進行

青少年の健全育成　
○「へっちゃLAND」や都会っ子交流、子ども
会活動など体験・交流を通じて健全育成を推
進
○教育支援センターなどを設置し、不登校児童
生徒の学校復帰・社会的自立を支援
○放課後児童クラブや放課後子ども教室を運営
し、安全安心な居場所を提供
○老朽化が進む児童センターの対応策を検討

地域文化の継承と創造
○EN-RAYホールを核に舞台芸術の鑑賞機会を提
供し、市民の文化芸術に触れる機会を創出
○風連獅子舞保存会への補助金交付など地域文
化の継承を支援
○「名寄市史（新市版）」を編さん中で、令和8
年3月完成予定 


